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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第30期

第１四半期連結

累計期間

第31期

第１四半期連結

累計期間

第30期

会計期間
自　平成23年３月１日

至　平成23年５月31日

自　平成24年３月１日

至　平成24年５月31日

自　平成23年３月１日

至　平成24年２月29日

売上高 （千円） 1,504,694 1,583,849 6,126,229

経常利益 （千円） 54,774 131,364 357,081

四半期（当期）純利益 （千円） 30,918 72,154 182,178

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 30,918 72,154 182,178

純資産額 （千円） 1,897,053 2,064,231 2,026,835

総資産額 （千円） 2,649,927 2,873,177 2,624,649

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 14.24 16.61 41.94

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 14.22 16.59 41.90

自己資本比率 （％） 71.6 71.8 77.2

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３ 第30期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 

４ 当社は、平成23年11月１日付で普通株式１株を２株に株式分割しております。第30期の１株当たり四半期純利

益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、当該株式分割が期首に行われたものとして算出し

ております。

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び関係会

社）が判断したものであります。

　

(１)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況から改善

する動きが見られたものの、長引く円高や欧州の政府債務危機等による欧米経済の先行きへの懸念など

から、景気の先行きについては依然として不透明な状態が続いております。一方で、ITに関連する設備投

資意欲は緩やかに増加し、企業の業況感は徐々に改善する等、持ち直しの動きも見られました。

このような経済環境の中、エンジニアリング事業におきましては、主要顧客である一部のデジタル製品

メーカからの技術者ニーズが、当社グループの技術力と信頼を元に、堅調に推移してまいりました。また、

組込みソフトウエア以外の領域である、ハードウエア開発、業務系及びWeb系のアプリケーション開発案

件に対しても積極的に営業活動を実施した結果、受注に繋がる案件も、多少ながら出てまいりました。

さらに、案件情報の一元管理や情報共有の徹底を引き続き推進し、適切な人員配置や待機工数の削減等

の意識を高めた結果、高い稼働状況で推移しております。これらの結果、エンジニアリング事業における

売上高は1,575百万円（前年同期比8.1％増）となりました。

一方、その他事業におけるRFID事業に関しましては、電波法改正に基づく周波数の再編によるお客様の

買い控えが影響し、低い状況で推移しております。このような状況を打開するため、今後も新周波数帯域

への置換需要等を見込んで積極的に営業展開を実施してまいります。また、ネット関連事業に関しまして

は、要素技術の開発を積極的に推進し、今後の事業展開に向け競争力を高めております。そのような中で、

その他事業の売上高は７百万円（前年同期比83.0％減）となりました。

以上の結果、第１四半期連結累計期間における売上高は1,583百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益

は130百万円（前年同期比139.4％増）、経常利益は131百万円（前年同期比139.8％増）、四半期純利益は

72百万円（前年同期比133.4％増）となりました。
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(２)　財政状態の分析

（資産、負債及び純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計額は2,873百万円となり、前連結会計年度末比248百万

円の増加となりました。これは主に、現金及び預金が335百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が63百

万円減少したことによるものであります。負債合計額は808百万円となり、前連結会計年度末比211百万円

増加となりました。これは主に、賞与引当金が163百万円増加したことによるものであります。

純資産合計額は2,064百万円となり、前連結会計年度末比37百万円増加となりました。これは主に、四半

期純利益の計上に伴う利益剰余金が37百万円増加したことによるものであります。

　

(３)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,800,000

計 14,800,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年５月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年７月11日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 4,345,000 4,345,000
大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数100株

計 4,345,000 4,345,000 － －

(注)　提出日現在の発行数には、平成24年７月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

　

(２) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(４) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(５) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年３月１日～

平成24年５月31日
－ 4,345,000 － 212,450 － 117,450

　
(６) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(７) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成24年２月29日現在の株主名簿により記載しておりま

す。

①　【発行済株式】

平成24年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,344,000 43,440 －

単元未満株式 普通株式 900 － －

発行済株式総数 　 4,345,000 － －

総株主の議決権 － 43,440 －

　

②　【自己株式等】

平成24年２月29日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合

(％)

ソーバル株式会社
東京都大田区下丸子

３－25－14ソーバルビル
100 － 100 0.0

計 － 100 － 100 0.0

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成24年３月

１日から平成24年５月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年５月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(１)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,318,157 1,653,791

受取手形及び売掛金 679,023 615,274

仕掛品 ※１
 205,498

※１
 209,841

原材料 1,230 1,012

その他 174,462 150,677

貸倒引当金 △9,350 △8,962

流動資産合計 2,369,021 2,621,634

固定資産

有形固定資産 156,782 154,313

無形固定資産 11,056 9,724

投資その他の資産 87,788 87,504

固定資産合計 255,627 251,542

資産合計 2,624,649 2,873,177

負債の部

流動負債

買掛金 156 855

未払法人税等 77,960 61,810

賞与引当金 166,900 330,366

受注損失引当金 ※１
 97

※１
 209

その他 222,130 281,124

流動負債合計 467,244 674,366

固定負債

役員退職慰労引当金 130,569 134,579

固定負債合計 130,569 134,579

負債合計 597,814 808,946

純資産の部

株主資本

資本金 212,450 212,450

資本剰余金 117,450 117,450

利益剰余金 1,696,993 1,734,389

自己株式 △57 △57

株主資本合計 2,026,835 2,064,231

純資産合計 2,026,835 2,064,231

負債純資産合計 2,624,649 2,873,177

EDINET提出書類

ソーバル株式会社(E22049)

四半期報告書

 8/15



(２)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

売上高 1,504,694 1,583,849

売上原価 1,221,344 1,251,981

売上総利益 283,350 331,867

販売費及び一般管理費 228,628 200,876

営業利益 54,722 130,991

営業外収益

受取利息 47 35

貸倒引当金戻入額 － 398

その他 133 96

営業外収益合計 181 530

営業外費用

固定資産除却損 129 157

営業外費用合計 129 157

経常利益 54,774 131,364

特別利益

負ののれん発生益 3,574 －

貸倒引当金戻入額 668 －

特別利益合計 4,242 －

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,249 －

特別損失合計 6,249 －

税金等調整前四半期純利益 52,767 131,364

法人税等 21,848 59,210

少数株主損益調整前四半期純利益 30,918 72,154

四半期純利益 30,918 72,154
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 30,918 72,154

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 30,918 72,154

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 30,918 72,154

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純
利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当
該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

　
【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬
の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する
会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  損失の発生が見込まれる受注制作のソフトウエア案件に係る仕掛品のうち、受注損失引当金に対応
する額

　

　
前連結会計年度

(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間

(平成24年５月31日)

仕掛品 3,549千円 917千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん

の償却額は、次のとおりであります。

　

　

前第１四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日

  至  平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年３月１日

  至  平成24年５月31日)

減価償却費 4,909千円 4,549千円
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(株主資本等関係)

　前第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月24日
定時株主総会

普通株式 21,718 10.00平成23年２月28日平成23年５月25日利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　当第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月22日
定時株主総会

普通株式 34,758 8.00平成24年２月29日平成24年５月23日利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

当社グループはエンジニアリング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第１四半期連結累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年３月１日

　至　平成24年５月31日)

(１) １株当たり四半期純利益金額（円） 14.24 16.61

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 30,918 72,154

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 30,918 72,154

普通株式の期中平均株式数（株） 2,171,843 4,344,824

(２) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
（円）

14.22 16.59

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

（うち、支払利息（税額相当額控除後）） （－) (－)

普通株式増加数（株） 1,769 4,991

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの
の概要

―――――― ――――――

(注)　当社は、平成23年11月１日付で普通株式１株を２株に株式分割しております。なお、当該株式分割が前連結会計年

度の期首に行われたと仮定した場合における（１株当たり情報）の各数値は以下のとおりであります。

　１株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　　　7.12円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額　　　7.11円

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月11日

ソーバル株式会社

取締役会  御中

　

有限責任　あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    笛木　忠男    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉山　正樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソー
バル株式会社の平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成24年３月１日から平成24年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平成24年５
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソーバル株式会社及び連結子会社の平成24年
５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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